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【【【【 第 一 部第 一 部第 一 部第 一 部 】】】】

１１１１ 交 雑 種 牛交 雑 種 牛交 雑 種 牛交 雑 種 牛 に お け るに お け るに お け るに お け る 搾 乳搾 乳搾 乳搾 乳 のののの 指 導指 導指 導指 導

西 部 家 畜 保 健 衛 生 所 ○ 藤 本 貴 大 、 笠 井 裕 明

平 成 2 3年 度 に 東 日 本 大 震 災 が 発 生 。 関 東 に あ る 脱 脂 粉 乳

生 産 工 場 が 営 業 停 止 と な り 、 和 牛 哺 乳 用 脱 脂 粉 乳 が 不 足 。

こ の た め 交 雑 種 （ F 1） を レ シ ピ エ ン ト 牛 と し て 管 理 す る 繁

殖 和 牛 農 家 で F 1の 搾 乳 と そ の 生 乳 に よ る 人 工 哺 乳 を 指 導 。

そ の 結 果 、 搾 乳 は 1日 1回 と し 平 均 搾 乳 頭 数 1 0頭 で 1頭 当 り

の 平 均 乳 量 は 7 L / 1回 / 1日 。 子 牛 の 栄 養 状 態 は 、 血 清 生 化 学

検 査 の 結 果 、 脱 脂 粉 乳 給 与 時 （ n : 1 8） H t : 3 8 %、 C h o : 8 4 m g / d

l、 G l u : 9 8 m g / d l、 T P : 4 . 7 m g / d l、 B u n : 1 1 . 5 m g / d lに 対 し 生 乳

給 与 時 n: 6 H t : 3 6 C h o : 1 7 6 G l u : 1 1 3 T P : 5 . 8 B u n : 1 2 .（ ） 、 、 、 、

5。 初 生 牛 販 売 時 の 体 重 及 び 販 売 価 格 は 脱 脂 粉 乳 給 与 時 （ n

） 、 、:1 0 1 4 8 . 7 k g 3 1 . 9 8万 円 に 対 し 生 乳 給 与 時 (n : 1 0 ) 1 4 7 . 2 k g

3 1 . 7 2 万 円 。 搾 乳 牛 の 受 胎 率 は 未 搾 乳 牛 （ n : 1 7 2 ） 4 7 . 7 % に

対 し て 搾 乳 牛 （ n : 6） 8 3 . 3 %。 以 上 の こ と か ら コ ス ト 削 減 と

受 胎 率 の 向 上 が 認 め ら れ た 。 今 後 、 搾 乳 牛 の 飼 料 給 与 量 を

改 善 し 、 受 胎 率 向 上 と 経 営 の 安 定 化 を 指 導 し て い き た い 。

２２２２ 色色色色 々々々々 とととと 問 題問 題問 題問 題 のののの 多多多多 いいいい 肉 用 牛 農 家肉 用 牛 農 家肉 用 牛 農 家肉 用 牛 農 家 に お け るに お け るに お け るに お け る 取 組 事 例取 組 事 例取 組 事 例取 組 事 例 （（（（ 第第第第 1111報報報報 ））））

徳 島 家 畜 保 健 衛 生 所 阿 部 敏 晃

繁 殖 母 牛 8 8頭 、 種 雄 牛 5頭 、 子 牛 ・ 育 成 牛 ・ 肥 育 牛 5 0 0頭

を 飼 養 す る 和 牛 一 貫 、 F 1肥 育 経 営 農 家 に お い て 、 2 0 1 1年 に

入 り 子 牛 の 死 亡 が 多 発 。 死 亡 原 因 は 、 事 故 （ 圧 死 等 ） と そ

れ 以 外 （ 先 天 虚 弱 が 主 ） に 大 別 。 先 天 虚 弱 子 牛 は 、 い ず れ

、 。 、も 胸 腺 の 低 形 成 腎 糸 球 体 形 態 異 常 を 伴 う 問 題 の 背 景 は

繁 殖 部 門 を 担 当 す る 農 場 主 の 頑 迷 な 方 針 に 基 づ く 周 産 期 を

通 じ て 多 頭 数 の 母 牛 と 種 雄 牛 が 同 居 す る 問 題 の あ る 繁 殖 管

理 と 判 断 。 こ れ に よ り 、 肥 育 部 門 担 当 の 息 子 さ ん の 精 神 的

・ 肉 体 的 ス ト レ ス が 増 大 中 。 事 故 ・ 死 亡 多 発 は 、 初 回 種 付

の 過 早 、 種 雄 牛 同 居 に よ る 妊 娠 期 間 中 の 持 続 的 ス ト レ ス が

先 天 虚 弱 子 牛 産 出 の 主 要 因 と 推 察 し 、 そ の 改 善 に 向 け 、 掛

か り 付 け 獣 医 師 、 共 済 と 画 策 中 。 ま た 、 1 1月 に は 繁 殖 母 牛

が 地 方 病 性 牛 白 血 病 （ B L V ） を 発 症 。 こ れ を 受 け 、 農 場 の

繁 殖 牛 9 3頭 全 頭 に つ き B L V抗 体 検 査 を 実 施 。 今 後 清 浄 化 に

向 け 対 策 を 検 討 予 定 。
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３３３３ 「「「「 阿 波 牛阿 波 牛阿 波 牛阿 波 牛 」」」」 優 良 肥 育 素 牛優 良 肥 育 素 牛優 良 肥 育 素 牛優 良 肥 育 素 牛 のののの 安 定 的 供 給 体 制 構 築安 定 的 供 給 体 制 構 築安 定 的 供 給 体 制 構 築安 定 的 供 給 体 制 構 築

にににに 向向向向 け たけ たけ たけ た 取 組取 組取 組取 組 みみみみ

西 部 家 畜 保 健 衛 生 所 ○ 森 川 繁 樹 、 松 尾 功 治

管 内 は 県 内 有 数 の 和 牛 繁 殖 地 帯 で あ り 「 阿 波 牛 」 肥 育 素、

牛 の 主 要 な 生 産 地 域 と な っ て い る た め 、 当 所 で は 平 成 1 8年 度

か ら 素 牛 増 産 に 向 け た 様 々 な 取 組 み を 実 施 し て き た 。 平 成 2 1

年 度 か ら は 診 療 業 務 を 開 始 し 、 素 牛 生 産 力 の 維 持 お よ び 優 良

素 牛 の 供 給 に も 努 め て い る 。 こ れ ら に 加 え て 今 年 度 、 畜 産 経

営 支 援 組 織 連 携 強 化 事 業 に よ り 美 馬 和 牛 改 良 組 合 に 導 入 さ れ

た 繁 殖 管 理 ソ フ ト を 活 用 し て 、 繁 殖 成 績 の 向 上 を 目 指 す 取 組

み も 開 始 し た 。 農 協 が 母 牛 情 報 、 授 精 情 報 お よ び 分 娩 情 報 を

集 積 管 理 し 、 そ の デ ー タ を 元 に 家 保 が 早 期 に 妊 娠 鑑 定 お よ び

繁 殖 障 害 牛 の 治 療 等 を 行 う こ と で 受 胎 率 の 向 上 お よ び 空 胎 期

。 、 、 、間 の 短 縮 を 図 っ て い る こ れ ら の 取 組 み に よ り 家 保 農 協

人 工 授 精 師 が 連 携 し て 繁 殖 農 家 に お け る 交 配 か ら 出 荷 ま で を

サ ポ ー ト す る 「 充 実 し た 肥 育 素 牛 生 産 環 境 」 を 整 備 す る こ と

が で き た 。 今 後 管 内 三 好 地 域 に も 普 及 し 、 徳 島 県 西 部 地 域 に

お け る 「 阿 波 牛 」 優 良 肥 育 素 牛 の 安 定 的 供 給 体 制 の 構 築 を 目

指 す 。

４４４４ 鶏 卵 衛 生 事 業鶏 卵 衛 生 事 業鶏 卵 衛 生 事 業鶏 卵 衛 生 事 業 に お け るに お け るに お け るに お け る サ ル モ ネ ラサ ル モ ネ ラサ ル モ ネ ラサ ル モ ネ ラ 検 出 率検 出 率検 出 率検 出 率 のののの 推 移推 移推 移推 移 とととと 疫 学疫 学疫 学疫 学

関 連 調 査関 連 調 査関 連 調 査関 連 調 査 に つ い てに つ い てに つ い てに つ い て

徳 島 家 畜 保 健 衛 生 所 大 久 保 喜 美

昨 年 度 本 事 業 を 行 っ た A農 場 で は 年 々 検 出 率 が 増 加 指、 （

導 前 1 0 . 2％ 。 聞 き 取 り で は 「 消 毒 薬 は 使 用 せ ず 、 E M菌 を）

」 。 、散 布 し サ ル モ ネ ラ を 競 合 排 除 し て い る と の 回 答 そ こ で

E M菌 の 効 果 を 確 認 す る た め 、 E M菌 液 5 m lと サ ル モ ネ ラ 0 . 0 5 m

lを 混 和 し 培 養 。 そ の 結 果 、 4時 間 後 に サ ル モ ネ ラ は 不 検 出

と な っ た が 、 感 作 時 間 及 び 量 的 に サ ル モ ネ ラ の 排 除 は 不 可

能 と 判 断 。 こ の た め 同 条 件 で 1％ 消 石 灰 水 な ら ば 3分 以 内 に

不 検 出 と な る こ と を 飼 養 者 に 説 明 し 鶏 舎 及 び G Pの 床 面 へ の

1 %消 石 灰 水 の 塗 布 、 踏 み 込 み 消 毒 槽 と し て の 利 用 を 指 導 し

た と こ ろ 、 検 出 率 が 4 . 8 %に 減 少 。 一 方 、 今 年 度 事 業 実 施 3

農 場 （ B～ D農 場 ） は 全 農 場 で 未 検 出 。 そ こ で 、 A～ D農 場 及

び 過 去 に 事 業 を 実 施 し た 3農 場 （ E～ G農 場 ） の 検 出 率 及 び

疫 学 関 連 を 調 査 。 そ の 結 果 、 物 流 （ 飼 料 、 鶏 体 及 び 鶏 卵 ）

、 、は サ ル モ ネ ラ 汚 染 に 影 響 が 少 な く 鶏 舎 構 造 が 最 も 関 係 し

次 い で 飼 養 者 の 衛 生 意 識 が 重 要 と 思 わ れ た 。
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【【【【 第 二 部第 二 部第 二 部第 二 部 】】】】

５５５５ 徳 島 県徳 島 県徳 島 県徳 島 県 に お け るに お け るに お け るに お け る ア カ バ ネア カ バ ネア カ バ ネア カ バ ネ 生 後 感 染生 後 感 染生 後 感 染生 後 感 染 に よ るに よ るに よ るに よ る 起 立 不 能起 立 不 能起 立 不 能起 立 不 能 のののの 牛牛牛牛
がががが 発 生発 生発 生発 生 し たし たし たし た 事 例事 例事 例事 例

徳 島 家 畜 保 健 衛 生 所 ○ 尾 川 誠 次 郎 、 阿 部 敏 晃

平 成 2 3年 1 0月 5日 、 症 例 1、 県 西 部 1 2 0頭 規 模 酪 農 家 で 8ヶ
。 、 、月 齢 の 牛 が 起 立 不 能 病 性 鑑 定 を 実 施 ウ イ ル ス 分 離 陰 性

、 、ア カ バ ネ 抗 体 64倍 以 上 病 理 組 織 検 査 は 非 化 膿 性 脳 脊 髄 炎
ア カ バ ネ 免 疫 染 色 陰 性 、 ア カ バ ネ R T - P C R 陰 性 。 症 例 2、 1 0
月 2 5日 県 西 部 1 , 2 0 0頭 規 模 肉 用 肥 育 牛 農 家 で 、 3ヶ 月 齢 の 牛
が 起 立 不 能 。 ウ イ ル ス 分 離 陰 性 、 ア カ バ ネ 抗 体 6 4倍 以 上 、

、 、病 理 組 織 検 査 は 非 化 膿 性 脳 脊 髄 炎 ア カ バ ネ 免 疫 染 色 陽 性
ア カ バ ネ R T - P C R陽 性 。 症 例 3、 1 0月 3 0日 、 県 中 央 部 1 5 0頭 規
模 肉 用 肥 育 牛 農 家 で 、 1 3ヶ 月 齢 去 勢 牛 が 起 立 不 能 。 病 性 鑑
定 を 実 施 、 細 菌 検 査 陰 性 、 血 中 チ ア ミ ン 1 3 0 ( I U / d l )、 ウ イ
ル ス 分 離 小 脳 、 延 髄 乳 剤 で 陽 性 、 ア カ バ ネ R T - P C R小 脳 、 延
髄 陽 性 、 ア カ バ ネ 抗 体 価 6 4倍 以 上 、 病 理 組 織 検 査 は 非 化 膿
性 脳 脊 髄 炎 。 診 断 は ア カ バ ネ 生 後 感 染 。 1 1月 1 7日 、 県 南 部
酪 農 家 の 異 常 産 サ ー ベ イ ラ ン ス の お と り 牛 の 結 果 、 ア カ バ
ネ 抗 体 が 6 4倍 以 上 で 陽 転 。 徳 島 県 全 域 で 散 在 し て ア カ バ ネ
ウ イ ル ス 抗 体 陽 性 確 認 。 ア カ バ ネ 生 後 感 染 の 対 策 と し て 、
接 種 適 期 、 発 症 率 と 飼 養 規 模 に 応 じ た ワ ク チ ン 使 用 時 の 費
用 対 効 果 を 算 出 し 、 ワ ク チ ン プ ロ グ ラ ム を 検 討 。 今 後 、 異
常 産 の 予 防 用 市 販 の ワ ク チ ン を 子 牛 用 と し て 用 い る に は 有
効 性 に つ い て 検 討 が 必 要 。

６６６６ 一 酪 農 場一 酪 農 場一 酪 農 場一 酪 農 場 に お け るに お け るに お け るに お け る BV DB V DB V DB V D ---- M DM DM DM D防 除 対 策防 除 対 策防 除 対 策防 除 対 策 に つ い てに つ い てに つ い てに つ い て

西 部 家 畜 保 健 衛 生 所 ○ 森 本 実 奈 子 、 大 石 典 子

一 酪 農 場 で 、 B V D - M Dの 感 染 を 疑 う 発 育 不 良 や 異 常 産 が 、
平 成 1 6年 ～ 1 8年 に 続 発 。 そ の 対 策 と し て 、 不 活 化 ワ ク チ ン
接 種 と 持 続 感 染 牛 の 摘 発 淘 汰 を 指 導 し た 結 果 、 平 成 2 1～ 2 2
年 度 は 、 本 病 を 疑 う 事 例 は な か っ た 。 抗 体 検 査 と R T - P C R検
査 結 果 に つ い て 、 平 成 1 9年 度 と 平 成 2 3年 度 を 比 較 し 、 B V D -
M D 防 除 対 策 が 達 成 さ れ た か を 検 討 。 平 成 1 9年 度 、 B V D - 1 型
の 抗 体 保 有 率 は 1 5 8頭 中 1 4 1頭 （ 8 9％ 、 2型 は 未 検 査 。 R T -）
P C Rは 、 2頭 陽 性 （ 1％ 。 ワ ク チ ン 接 種 後 で は 、 B V D - 1型 の）
経 産 牛 抗 体 保 有 率 は 6 5頭 中 6 4頭 （ 9 8％ ） が 上 昇 、 2型 は 5 3

（ ） 。 、 。 、頭 82％ が 上 昇 RT - P C Rは 陽 性 な し 以 上 の こ と か ら
ワ ク チ ン 接 種 に よ り 、 十 分 な 抗 体 応 答 が 得 ら れ 、 こ の 農 場
に お い て は 、 B V D - M D防 除 対 策 が 達 成 さ れ た と 考 え ら れ る 。
今 後 は 、 農 場 の 防 疫 対 策 と し て 担 当 診 療 獣 医 師 に よ る 、 育
成 期 間 の B V D - M Dウ イ ル ス ワ ク チ ン 接 種 を 、 継 続 実 施 し て い
く こ と を 指 導 す る 予 定 で あ る 。
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７７７７ 肥 育 牛肥 育 牛肥 育 牛肥 育 牛 で ので ので ので の 牛牛牛牛 ウ イ ル スウ イ ル スウ イ ル スウ イ ル ス 性 下 痢性 下 痢性 下 痢性 下 痢 ・・・・ 粘 膜 病粘 膜 病粘 膜 病粘 膜 病 （（（（ B V DB V DB V DB V D ---- M DM DM DM D )))) のののの 発発発発

生生生生 とととと 対 策 及対 策 及対 策 及対 策 及 びびびび 管 内 繁 殖 和 牛管 内 繁 殖 和 牛管 内 繁 殖 和 牛管 内 繁 殖 和 牛 のののの 抗 体 保 有 状 況 調 査抗 体 保 有 状 況 調 査抗 体 保 有 状 況 調 査抗 体 保 有 状 況 調 査

西 部 家 畜 保 健 衛 生 所 ○ 北 田 紫 、 永 田 雅 士

管 内 肥 育 農 家 に て 、 発 育 不 良 、 食 欲 減 退 を 呈 し た 1 6か 月

令 肥 育 牛 2頭 の B V D - M D の 感 染 を 確 認 。 農 場 清 浄 化 対 策 を 実

施 。 ① P I牛 摘 発 と し て 導 入 牛 (ｎ = 2 9 )、 発 育 不 良 牛 ( n = 1 )の

抗 体 、 P C R検 査 ( n = 2 1 )を 実 施 。 ② 死 亡 牛 （ n = 4） の B V D - M D感

染 有 無 を 確 認 。 ③ ワ ク チ ン の 適 正 接 種 や 牛 舎 消 毒 等 の 衛 生

管 理 の 徹 底 指 導 。 結 果 、 ① P I牛 の 存 在 は 否 定 。 ② 死 亡 牛 も

B V D - M Dの 関 与 は 否 定 。 ③ ワ ク チ ン 接 種 を 1回 か ら 2回 に 変 更

し 有 意 な ワ ク チ ン 抗 体 を 所 得 し 、 噴 霧 装 置 を 設 置 し 、 現 在

B V D - M D感 染 牛 の 続 発 は 無 し 。 管 内 発 生 を 受 け 、 繁 殖 和 牛 7 2

頭 の B V D - M D浸 潤 状 況 を 調 査 。 ワ ク チ ン 接 種 管 内 放 牧 牛 で は

抗 体 陽 性 率 は 1型 9 6％ 、 2型 5 4 %。 ワ ク チ ン 未 接 種 牛 1、 2型

と も 抗 体 陽 性 率 は 0％ で 管 内 へ の ウ イ ル ス 侵 入 の 可 能 性 は

低 い 考 え ら れ ま し た 。 導 入 先 が 多 県 に 渡 る 肥 育 農 家 に お い

て は 、 B V D - M Dウ イ ル ス が 侵 入 す る 危 険 が 大 き く 、 常 に 対 策

を 講 じ て い く 必 要 性 を 指 導 。

８８８８ ヨ ー ネヨ ー ネヨ ー ネヨ ー ネ 病病病病 E L I S AE L I S AE L I S AE L I S A 非 特 異 反 応非 特 異 反 応非 特 異 反 応非 特 異 反 応 がががが 疑疑疑疑 わ れ るわ れ るわ れ るわ れ る 酪 農 場酪 農 場酪 農 場酪 農 場 に お け るに お け るに お け るに お け る

課 題課 題課 題課 題

西 部 家 畜 保 健 衛 生 所 ○ 三 宅 秀 隆 、 田 上 総 一 郎

、飼 養 頭 数 約 30 0頭 の 管 内 一 酪 農 家 で 平 成 19年 の 初 発 以 来

（ ）。現 在 ま で ヨ ー ネ 病 患 畜 9頭 を 摘 発 延 べ 検 査 頭 数 3, 0 1 1頭

今 年 度 、 家 畜 伝 染 病 予 防 法 （ 以 下 、 家 伝 法 ） 第 5 1条 に 基 づ

く 検 査 を 実 施 。 全 て の 事 例 に お い て 、 E L I S A 値 は 陽 性 反 応

を 示 す が 、 臨 床 症 状 は 見 ら れ ず 、 病 理 組 織 学 的 検 査 、 細 菌

培 養 検 査 お よ び P C R検 査 は 陰 性 。 そ こ で 、 当 該 農 家 で は E L I

S A検 査 の 非 特 異 反 応 の 可 能 性 が あ る こ と か ら 、 新 潟 県 の 報

告 に 従 い 、 分 与 抗 酸 菌 に よ る E L I S A 吸 収 試 験 実 施 。 材 料 は

今 年 度 実 施 し た 確 定 二 次 検 査 陽 性 血 清 （ 3検 体 、 確 定 一）

次 検 査 陽 性 血 清 （ 3検 体 ） お よ び 指 示 陽 性 血 清 （ 1検 体 。）

そ の 結 果 、 指 示 陽 性 血 清 に つ い て は 、 吸 収 処 理 後 も E L I S A

陽 性 反 応 を 示 し た が 、 そ の 他 の 血 清 に つ い て は 、 6頭 中 4頭

の E L I S A 値 が 陰 転 。 以 上 の 検 査 結 果 よ り 、 当 該 農 場 に お け

る ヨ ー ネ 病 検 査 の 抗 体 価 上 昇 は 分 与 抗 酸 菌 感 染 に よ る 非 特

異 的 上 昇 と 示 唆 さ れ る 。 今 後 、 農 場 主 の 経 済 的 ・ 精 神 的 負

、 、担 を 軽 減 す る た め 現 行 の 家 伝 法 に 基 づ く 法 定 検 査 に 加 え

吸 収 試 験 の 検 討 が 望 ま れ る 。



- 8 -

９９９９ SD SS D SS D SS D S ---- P A G EP A G EP A G EP A G Eに よ るに よ るに よ るに よ る 牛 乳 房 炎 由 来牛 乳 房 炎 由 来牛 乳 房 炎 由 来牛 乳 房 炎 由 来 のののの 同 定同 定同 定同 定M y c o p l a s m aM y c o p l a s m aM y c o p l a s m aM y c o p l a s m a

西 部 家 畜 保 健 衛 生 所 ○ 鈴 木 幹 一 郎 、 笠 井 裕 明

牛 の 性 乳 房 炎 は 、 伝 搬 力 が 速 く 泌 乳 停 止 を 引M y c o p l a s m a
き 起 こ す 難 治 性 乳 房 炎 で あ る 。 年 々 、 北 海 道 内 酪 農 家 で 発
生 が 急 増 し 、 発 症 牛 は 淘 汰 の み の 対 応 と な る 重 要 疾 病 で あ

M y c o p l a s m a b o v i s M y c o p l a s m a cる 。 主 な 原 因 菌 は （ M . b )、
( M . c a l )、 ( M . b o v ia l i f o r n i c u m M y c o p l a s m a b o v i g e n i t a r i u m

、 。g) ( M . c a n a )な ど 多 数 の 報 告 が あ るM y c o p l a s m a c a n a d e n s e
近 年 、 各 菌 種 間 で の 症 状 、 転 帰 が 様 々 で あ る と 判 明 し 、 菌
種 別 の 対 応 が 必 要 と 考 え ら れ 、 簡 易 検 査 施 設 で 多 検 体 処 理
可 能 の S D S - P A G Eで の 同 定 を 検 討 し た 。 今 回 、 牛 乳 房 炎 由 来
3 0 6株 を S D S - P A G E、 P C R、 リ ボ ゾ ー ム R N A領 域 を タ ー ゲ ッ ト
に し て 同 定 す る 1 6 S r R N Aシ ー ク エ ン ス の 3法 で 比 較 。 結 果 、
S D S - P A G E は 、 A～ Dの 4パ タ ー ン に 泳 動 パ タ ー ン を 分 類 。 そ
れ ぞ れ の パ タ ー ン 別 合 計 数 は 、 Aパ タ ー ン 8 1株 、 Bパ タ ー ン
8株 、 Cパ タ ー ン 2 0 9株 、 Dパ タ ー ン 8株 。 S D S - P A G E で 得 た 各
パ タ ー ン 代 表 1 3株 で P C Rを 実 施 。 Aパ タ ー ン で は M . c a l i。 B
パ タ ー ン で は M . b o v i g。 Cパ タ ー ン で は M . b。 Dパ タ ー ン で は
M . c a n aの 特 異 遺 伝 子 を 検 出 。 代 表 7株 に 1 6 S r R N Aシ ー ク エ ン
ス を 実 施 。 9 5～ 1 0 0 %と 高 い 相 同 性 で P C Rと 同 一 の 同 定 結 果
を 得 た 。 今 後 、 牛 乳 房 炎 由 来 同 定 検 査 は 、 今 回M y c o p l a s m a
得 た 泳 動 パ タ ー ン 像 を 参 考 に し た S D S - P A G Eで の 診 断 が 有 効
と 示 唆 さ れ た 。

1 01 01 01 0 一 酪 農 家一 酪 農 家一 酪 農 家一 酪 農 家 にににに 発 生発 生発 生発 生 し たし たし たし た T y p h i m u r i u mT y p h i m u r i u mT y p h i m u r i u mT y p h i m u r i u m 感 染 症感 染 症感 染 症感 染 症S a l m o n e l l aS a l m o n e l l aS a l m o n e l l aS a l m o n e l l a

徳 島 家 畜 保 健 衛 生 所 ○ 山 田 み ち る 、 大 西 克 彦

管 内 酪 農 家 に お い て 成 牛 1頭 が 食 欲 ・ 排 便 停 止 、 低 体 温
と な り 死 亡 。 翌 日 共 済 獣 医 師 （ 共 済 ） よ り 同 農 場 の 下 痢 ・
発 熱 症 状 を 呈 す る 成 牛 及 び 未 発 症 の 3頭 の 血 液 ・ 糞 便 検 査
依 頼 。 3頭 か ら T y p h i m u r i u m（ S T） を 分 離 。 成S a l m o n e l l a
牛 の 状 態 把 握 の た め 、 共 済 と 共 に 成 牛 全 頭 の 検 温 実 施 。 3 9
℃ 以 上 の 発 熱 1 7 / 3 5 （ 4 8 . 6 ％ 、 下 痢 1 2 / 3 5 （ 3 4 . 3 ％ 。 発） ）

、 。熱 個 体 は 5日 間 そ れ 以 外 は 3日 間 エ ン ロ フ ロ キ サ シ ン 注 射
全 頭 に 生 菌 製 剤 投 与 。 併 せ て 牛 舎 の 清 掃 ・ 洗 浄 ・ 消 毒 を 2
日 間 、 飼 養 者 、 家 保 、 共 済 の 延 べ 1 6名 に よ り 実 施 。 対 策 後
3日 目 に 再 度 検 温 、 サ ル モ ネ ラ 検 査 実 施 。 発 熱 は 成 牛 8 / 3 5
（ ）、 （ ）、 （ ）、37 . 8％ S T分 離 は 成 牛 14 / 3 5 4 0 . 0％ 子 牛 0 / 9 0％
環 境 3 / 9（ 3 3 . 3％ 。 生 乳 出 荷 再 開 後 1～ 9か 月 の 間 に 3回 サ）

。 （ ）、 （ ）、ル モ ネ ラ 検 査 実 施 成 牛 延 べ 11 1頭 子 牛 延 べ 10頭
環 境 （ 延 べ 2 5カ 所 、 全 検 体 陰 性 。 出 荷 乳 量 低 下 、 治 療 代）
等 総 損 失 額 は 1 4 4万 円 。 早 期 終 息 に は 徹 底 的 な 衛 生 対 策 が
功 を 奏 し た と 考 え ら れ る 。
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1 11 11 11 1 生 後生 後生 後生 後 １１１１ 日 令 子 牛日 令 子 牛日 令 子 牛日 令 子 牛 に み ら れ たに み ら れ たに み ら れ たに み ら れ た 腸 穿 孔 性 腹 膜 炎 症 例腸 穿 孔 性 腹 膜 炎 症 例腸 穿 孔 性 腹 膜 炎 症 例腸 穿 孔 性 腹 膜 炎 症 例

西 部 家 畜 保 健 衛 生 所 ○ 岩 田 裕 美 、 北 田 紫

管 内 の 酪 農 家 に て 、 元 気 消 失 ・ 起 立 不 能 に よ り 死 亡 し た

生 後 2日 令 の 交 雑 種 雄 牛 の 病 性 鑑 定 を 実 施 。 腹 腔 内 全 体 が

線 維 素 で 覆 わ れ た 重 度 の 腹 膜 炎 、 赤 色 腹 水 貯 留 、 小 腸 粘 膜

に 穿 孔 部 位 を 確 認 。 肝 臟 ・ 腎 臟 ・ 脾 臟 ・ 腹 水 か ら ク ロ ス ト

リ ジ ウ ム お よ び 大 腸 菌 を 分 離 。 病 理 組 織 学 的 検 査 に て 、 小

腸 穿 孔 部 腸 絨 毛 の 壊 死 、 退 廃 物 化 。 以 上 よ り 、 腸 穿 孔 に よ

る 腹 膜 炎 と 診 断 。 腸 穿 孔 の 原 因 に つ い て 考 察 。 ① 胎 子 期 の

何 ら か の 要 因 ② 生 後 の 外 的 要 因 ③ 腸 内 細 菌 叢 形 成 過 程 で の

ク ロ ス ト リ ジ ウ ム 異 常 増 殖 に よ る 腸 穿 孔 が 考 え ら れ た 。 今

回 の 症 例 で は 、 外 部 か ら 力 が 加 わ っ た よ う な 所 見 は な い 。

生 後 2日 令 で の 死 亡 に も か か わ ら ず 重 度 の 腹 膜 炎 が あ り 、

炎 症 が 1日 以 上 持 続 し て い た 可 能 性 が あ る 。 病 変 が 腸 管 の

穿 孔 部 付 近 に 限 局 。 以 上 の 理 由 か ら 、 胎 子 期 の 何 ら か の 要

因 に よ る 腸 穿 孔 に 起 因 す る 胎 便 性 腹 膜 炎 が 示 唆 さ れ た 。

121 21 21 2 黒 毛 和 種 子 牛黒 毛 和 種 子 牛黒 毛 和 種 子 牛黒 毛 和 種 子 牛 に み ら れ たに み ら れ たに み ら れ たに み ら れ た 小 脳 萎 縮小 脳 萎 縮小 脳 萎 縮小 脳 萎 縮 のののの 1111症 例症 例症 例症 例

徳 島 家 畜 保 健 衛 生 所 阿 部 敏 晃

繁 殖 母 牛 2 7頭 を 飼 養 す る 和 牛 繁 殖 農 家 に お い て 、 2 0 1 1年

3月 2 5日 生 ま れ の 子 牛 が 、 起 立 不 能 を 呈 し 、 6月 2 7日 病 性 鑑

。 、 、 。 、定 依 頼 症 状 は 協 調 運 動 障 害 頭 部 軽 度 振 戦 剖 検 で は

中 枢 神 経 を 含 め 、 有 意 所 見 な し 。 血 液 検 査 で は 、 A S Tが 1 1 8

I U / L、 C P Kが 1 , 1 7 2 I U / Lと 上 昇 。 大 脳 皮 質 U V照 射 で 蛍 光 は 認

、 、 。め ず 病 原 検 索 で は 有 意 菌 分 離 異 常 産 ウ イ ル ス 分 離 陰 性

病 理 組 織 検 査 で は 、 小 脳 に の み 有 意 所 見 。 プ ル キ ン エ 細 胞

の 萎 縮 、 濃 染 多 発 、 色 質 融 解 散 見 、 軽 度 減 数 、 顆 粒 層 小 顆

粒 細 胞 の 軽 度 減 数 、 分 子 層 神 経 網 の 空 胞 変 性 等 を 認 め た 。

顆 粒 層 表 層 の 分 子 層 境 界 部 に お い て 、 t o r p e d o 形 成 多 数 確

認 。 組 織 検 査 所 見 よ り 、 本 症 例 を 小 脳 萎 縮 と 診 断 。 本 症 は

文 献 的 に は 遺 伝 性 疾 患 あ る い は 胎 生 期 に お け る ウ イ ル ス 感

染 に 起 因 す る と さ れ て い る が 、 報 告 事 例 は 少 な く 、 今 回 事

例 の 遺 伝 的 背 景 は 不 明 。
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1 31 31 31 3 交 雑 種 雌 肥 育 農 場交 雑 種 雌 肥 育 農 場交 雑 種 雌 肥 育 農 場交 雑 種 雌 肥 育 農 場 に お け るに お け るに お け るに お け る 飼 養 管 理飼 養 管 理飼 養 管 理飼 養 管 理 お よ びお よ びお よ びお よ び 生 産 性 向 上生 産 性 向 上生 産 性 向 上生 産 性 向 上

徳 島 家 畜 保 健 衛 生 所 ○ 中 下 弘 子 、 棚 野 光 晴

肉 質 改 善 の た め 、 飼 料 変 更 を 行 っ た 管 内 一 交 雑 種 雌 肥 育

農 場 （ 1 0 0頭 飼 養 ） に お い て 、 平 成 2 0年 か ら 3年 間 、 定 期 的

血 液 生 化 学 的 検 査 （ ビ タ ミ ン Aと 総 コ レ ス テ ロ ー ル ） を 実

施 し た 。 評 価 と し て 平 成 2 0年 1月 か ら 平 成 2 3年 1 0月 ま で に

出 荷 さ れ た 2 1 2頭 の 出 荷 成 績 を 調 査 。 定 期 的 血 液 検 査 に よ

り 、 農 場 内 V A濃 度 推 移 を 把 握 し 、 V A濃 度 低 値 個 体 へ の 早 期

対 応 が 可 能 と な っ た 。 出 荷 成 績 で は 、 出 荷 月 齢 2 5 . 3ヶ 月 か

ら 2 3 . 7ヶ 月 、 B M S 3 . 8か ら 4 . 0、 肉 質 等 級 3以 上 が 5 4 . 1％ か ら

8 8 . 6％ と 向 上 が み ら れ た 。 検 査 期 間 中 、 畜 主 の 意 欲 向 上 と

飼 養 管 理 技 術 へ の 自 信 を 得 ら れ た こ と が 、 良 好 な 成 績 に 繋

が っ た と 考 え る 。

141 41 41 4 肉 用 牛 肥 育 農 場肉 用 牛 肥 育 農 場肉 用 牛 肥 育 農 場肉 用 牛 肥 育 農 場 のののの 呼 吸 器 疾 病呼 吸 器 疾 病呼 吸 器 疾 病呼 吸 器 疾 病 ・・・・ 事 故 低 減 対 策事 故 低 減 対 策事 故 低 減 対 策事 故 低 減 対 策

徳 島 家 畜 保 健 衛 生 所 ○ 中 田 翔 、 阿 部 敏 晃

呼 吸 器 疾 病 に よ る 死 亡 （ H 2 1年 度 ： 6頭 、 H 2 2年 度 ： 1頭 、

H 2 3年 度 ： 4頭 ） と 牛 舎 構 造 及 び 過 密 飼 育 に 起 因 す る 事 故 が

（ ）多 発 す る 肉 用 牛 肥 育 農 場 黒 毛 和 種 及 び 交 雑 種 1 8 0頭 飼 育

に お い て 、 こ れ ら の 低 減 対 策 に 取 り 組 ん で い る の で 、 そ の

概 要 を 報 告 す る 。 呼 吸 器 5種 混 合 ワ ク チ ン 接 種 済 み 導 入 牛

（ 9～ 1 1ヶ 月 齢 ） に お い て 、 呼 吸 器 病 ウ イ ル ス 抗 体 価 の ば

ら つ き 及 び 低 値 を 確 認 。 確 実 な 免 疫 付 与 の た め 、 ス ト レ ス

、の 大 き い 導 入 直 後 に 行 っ て い た 除 角 を 導 入 1ヶ 月 後 に 変 更

導 入 2週 間 後 の 呼 吸 器 4種 混 合 ワ ク チ ン 接 種 を 開 始 。 ま た 、

牛 床 の 傾 斜 に 起 因 す る 転 倒 等 の 際 に 角 が 柵 か ら 抜 け な く な

る 事 故 が 多 く 、 過 密 飼 育 （ 1牛 房 6頭 ） に よ り 肥 育 中 期 以 降

。 （ ）に 牛 床 面 積 が 不 足 事 故 対 策 と し て 除 角 時 期 の 変 更 上 記

に よ り 角 の 過 長 を 抑 え る と と も に 今 後 、 飼 育 密 度 を 減 ら し

た 場 合 の 損 益 分 岐 点 を 提 示 し 、 事 故 低 減 及 び 肥 育 効 率 向 上

に 向 け た 指 導 を 実 施 予 定 。
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1 51 51 51 5 黒 毛 和 牛 雄 子 牛黒 毛 和 牛 雄 子 牛黒 毛 和 牛 雄 子 牛黒 毛 和 牛 雄 子 牛 のののの 去 勢 時 期去 勢 時 期去 勢 時 期去 勢 時 期 に よ るに よ るに よ るに よ る 育 成育 成育 成育 成 へ のへ のへ のへ の 影 響影 響影 響影 響

に つ い てに つ い てに つ い てに つ い て

西 部 家 畜 保 健 衛 生 所 ○ 久 保 貴 士 、 松 尾 功 治

去 勢 は 温 順 化 さ せ る と 共 に 脂 肪 の 付 着 を 良 く し 、 肉 の き

め 、 肉 色 を 改 善 す る 効 果 が あ る 。 そ の 時 期 に つ い て 、 早 期

で は 発 育 低 下 や 肥 育 期 に お け る 尿 石 症 の 原 因 と な り 、 逆 に

遅 す ぎ る と 肉 質 な ど に 影 響 が 出 る と 言 わ れ て お り 、 4～ 5ヶ

月 齢 で 実 施 す る こ と が 望 ま し い と さ れ て い る 。 今 回 、 去 勢

時 期 に よ る 育 成 へ の 影 響 に つ い て 若 干 の 知 見 を 得 た の で 報

告 す る 。 子 牛 の 出 荷 時 に お け る 平 均 一 日 増 体 量 を ～ 4月 齢

か ら 一 月 毎 に 分 け る と 、 1 . 0 8± 0 . 1 1 6（ 4頭 、 1 . 0 4± 0 . 0 1）

5 2 8頭 1 . 0 1± 0 . 0 9 4 4 3頭 1 . 0 5± 0 . 0 9 7 3 3頭 0 .（ ）、 （ ）、 （ ）、

9 9± 0 . 1 1 5 （ 1 3 頭 、 0 . 9 5 ± 0 . 1 0 7 （ 7頭 ） と な り 、 遅 く な）

る ほ ど 増 体 量 は 減 る 傾 向 で あ っ た 。 系 統 別 で は 気 高 系 、 藤

良 系 に は 有 意 な 差 は な く 、 田 尻 系 で は 有 意 に 減 少 す る 結 果

と な っ た 。 今 後 、 検 体 数 を 増 や し 、 格 付 け 、 枝 肉 重 量 等 の

デ ー タ 蓄 積 を 行 う こ と で 、 肉 質 、 増 体 性 に 影 響 を 与 え ず 、

安 全 且 つ 効 率 的 な 時 期 、 方 法 を 検 討 し て い き た い と 考 え て

い る 。

1 61 61 61 6 接 着 線 毛接 着 線 毛接 着 線 毛接 着 線 毛 KKKK 8 88 88 88 8 保 有 大 腸 菌保 有 大 腸 菌保 有 大 腸 菌保 有 大 腸 菌 (((( KKKK 8 88 88 88 8 E CE CE CE C )))) のののの 浸 潤 状 況 調 査浸 潤 状 況 調 査浸 潤 状 況 調 査浸 潤 状 況 調 査 お よ びお よ びお よ びお よ び

PC RP C RP C RP C R法法法法 をををを 用用用用 い たい たい たい た KKKK 8 88 88 88 8遺 伝 子遺 伝 子遺 伝 子遺 伝 子 のののの 効 率 的 検 出 法効 率 的 検 出 法効 率 的 検 出 法効 率 的 検 出 法 のののの 検 討検 討検 討検 討

徳 島 家 畜 保 健 衛 生 所 ○ 笹 木 か ほ り 、 柏 岡 静

K 8 8 E Cは 腸 管 粘 膜 に 付 着 ･増 殖 し 、 毒 素 を 放 出 す る た め 豚

下 痢 症 の 原 因 と な り う る 。 今 回 過 去 に K 8 8 E C が 分 離 さ れ た

一 農 場 で 糞 便 を 採 取 し 、 K 8 8 E C 保 有 状 況 を 検 討 。 ス ラ イ ド

凝 集 法 (凝 集 法 )の 結 果 1 4検 体 中 9検 体 で K 8 8陽 性 。 そ の 多 く

は P C R検 査 に よ り S T遺 伝 子 保 有 を 確 認 。 そ こ で 別 豚 舎 の K 8 8

E C浸 潤 の 可 能 性 を 考 え 、 環 境 の ふ き 取 り 調 査 を 実 施 。 こ の

と き K 8 8 E C の 効 率 的 分 離 の た め 、 P C R法 に よ る K 8 8遺 伝 子 検

出 を 試 み た と こ ろ 、 2 9検 体 中 9検 体 で K 8 8遺 伝 子 検 出 。 凝 集

法 の 結 果 、 9検 体 中 7検 体 で K 8 8陽 性 。 従 っ て P C R法 は 凝 集 法

、 。よ り 検 出 率 が 高 く 効 率 的 に 大 腸 菌 症 の リ ス ク 評 価 が 可 能

分 離 E Cは 多 く が O 8 : H 4 で 、 同 一 菌 が 蔓 延 し 、 常 在 化 し て い

る 可 能 性 を 示 唆 。 大 腸 菌 は 腸 内 環 境 菌 で あ り 、 分 離 菌 は 多

剤 耐 性 菌 で あ っ た た め 、 K 8 8 E C 撲 滅 は 困 難 。 対 策 と し て 衛

生 管 理 の 徹 底 、 豚 の ス ト レ ス 軽 減 に 努 め 菌 を コ ン ト ロ ー ル

す る こ と が 重 要 。
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171 71 71 7 低低低低 ラ ン クラ ン クラ ン クラ ン ク 受 精 卵受 精 卵受 精 卵受 精 卵 のののの 有 効 活 用 技 術有 効 活 用 技 術有 効 活 用 技 術有 効 活 用 技 術 のののの 検 討検 討検 討検 討

畜 産 研 究 所 ○ 紀 川 将 之

過 剰 排 卵 処 理 後 採 取 し た 牛 受 精 卵 の う ち 、 約 4割 が 発 育

、 （ 、 ）遅 延 や 変 性 細 胞 の 多 さ か ら 低 ラ ン ク 受 精 卵 B Cラ ン ク

に 位 置 づ け ら れ 、 こ の う ち 、 Cラ ン ク 受 精 卵 は 、 受 胎 の 見

込 み が な く 、 全 て 廃 棄 処 分 と な っ て い る の が 現 状 で あ る 。

そ こ で 今 回 、 Cラ ン ク 受 精 卵 を 受 胎 可 能 な 受 精 卵 に 回 復 さ

せ 、 有 効 活 用 す る た め の 技 術 と し て 、 マ ウ ス 胎 子 線 維 芽 細

胞 （ M F F） を 用 い た 共 培 養 法 に つ い て 検 討 し た 。 結 果 、 Cラ

ン ク 受 精 卵 の 回 復 率 は 4 8 . 7 % ( 2 4 0 / 4 9 3 )、 回 復 後 の 受 胎 率 は

4 0 . 9 % ( 9 / 2 2 )で あ っ た 。 ま た 、 回 復 し た Cラ ン ク 受 精 卵 を 性

、 、判 別 に 供 し た と こ ろ 細 胞 切 断 後 の 生 存 率 は 7 8 . 4 % ( 2 9 / 3 7 )

受 胎 率 は 6 6 . 7 % ( 2 / 3 )で あ っ た 。 さ ら に 、 性 判 別 後 、 凍 結 保

存 し た Cラ ン ク 受 精 卵 の 融 解 後 の 生 存 率 は 1 0 0 % ( 1 5 / 1 5 )、 受

胎 率 は 5 0 . 0 % ( 3 / 6 ) で あ っ た 。 以 上 の 結 果 か ら 、 M F F共 培 養

法 に よ り 、 Cラ ン ク 受 精 卵 を 高 い 割 合 で 有 効 活 用 で き 、 性

判 別 が 必 要 な 乳 牛 の 受 精 卵 移 植 に も 応 用 可 能 で あ る こ と が

示 唆 さ れ た 。

181 81 81 8 ロ ー ル ベ ー ルロ ー ル ベ ー ルロ ー ル ベ ー ルロ ー ル ベ ー ル 変 形 防 止変 形 防 止変 形 防 止変 形 防 止 の た め のの た め のの た め のの た め の ア タ ッ チ メ ン トア タ ッ チ メ ン トア タ ッ チ メ ン トア タ ッ チ メ ン ト 開 発開 発開 発開 発

畜 産 研 究 所 ○ 武 内 徹 郎 、 福 井 弘 之

飼 料 自 給 率 の 向 上 の た め 、 各 地 で コ ン ト ラ ク タ ー 等 に よ

る 飼 料 生 産 及 び 流 通 が 推 進 さ れ て お り 、 そ の 流 通 エ リ ア は

広 が り つ つ あ る 。 そ の 荷 姿 は 主 に ロ ー ル ベ ー ル サ イ レ ー ジ

で あ り 、 広 域 流 通 す る 「 商 品 」 と し て 、 今 ま で 以 上 に 品 質

管 理 の 重 要 性 が 高 ま っ て い る 。 当 研 究 所 で は 、 荷 役 作 業 に

よ る 品 質 低 下 リ ス ク を 軽 減 で き る ベ ー ル グ ラ ブ の 開 発 に 取

り 組 ん で き た 。 今 回 、 実 用 化 に 向 け て 、 把 持 面 を パ イ プ フ

レ ー ム 構 造 に 変 更 す る こ と に よ り 、 1 .試 作 当 初 よ り も 約 1 0

、 、 。％ の 軽 量 化 2.把 持 能 力 の 改 善 3 .構 造 の 簡 素 化 が 図 れ た

把 持 作 業 に よ る 最 大 変 形 量 を 測 定 し 、 扁 平 率 を 市 販 機 と 比

較 し た と こ ろ 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス い ず

れ の ロ ー ル ベ ー ル サ イ レ ー ジ で も 試 作 機 の 方 が 変 形 量 が 少

な い こ と が 明 ら か と な っ た 。 ま た 、 把 持 後 、 ロ ー ル ベ ー ル

サ イ レ ー ジ は 把 持 前 の 形 状 に 復 元 す る こ と か ら 、 試 作 機 で

は 空 気 の 流 入 も 少 な く 、 発 酵 品 質 に 及 ぼ す 影 響 も 低 減 で き

る こ と が 示 唆 さ れ た 。


